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改版No ページNo 変更内容 日時
1 制定 2008/03/24
2 5 タスクイベントサブマネージャのアプリケーション監査ログの保存日数を修正 2008/05/23
3 3 注釈の「リアルタイムイベントモニタ/ファイル操作ログ」の削除 2008/11/21
3 4 表中に（不正PC検知）の追記 2008/11/21
3 5 注釈のアプリケーションタスクログの表記削除 2008/11/21
3 6 不正PC検知サブマネージャの情報追記 2008/11/21
4 8～12 Oracle Databaseの内容を追記 2008/01/26
5 5,10 アラームログの保存日数の誤記修正 2009/06/05
5 7,11 アプリケーション監査ログに関する説明の追記 2009/06/05
6 5,10 長期レポート用のデータ保存日数を追加 2009/09/28

改版履歴改版履歴

本資料で使用される各社の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
本書に含まれる文章や画像などの著作権は、一部を除き、エムオーテックス株式会社が所有します。
本書のすべてまたは一部をエムオーテックス株式会社 の許諾なく複製し、頒布その他の行為を行うことはできません。
また、本書の内容・構成をエムオーテックス株式会社 の許諾なく改変し、改変したものを複製し、頒布その他の行為を行うことはできません。

本ソフトウェアの仕様ならびに本書の記載内容は、予告なしに変更することがあります。

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07
発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

SQL Server
SQL Serverをご利用の場合は、P4～P7までをご確認ください。

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

【統合マネージャ（標準＋Web監視＋サーバ監視機能＋不正PC検知機能＋アプリケーションID監査機能）】

※

※ アプリケーション監査ログ、接続ログ、リアルタイムイベントログ／ファイル操作ログ、Webアクセスログ、サーバアクセスログは、統合コンソールの環境設定
で設定した保存日数となります。

※

※

統合マネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPMMS_ALM ALMLOG 62日間

プリントアラームログ LSPMMS_PRN RRNLOG 62日間

プリントログ LSPMMS_PRN RRNLOG 62日間

アプリケーションタスクログ LSPMMS_AP0X APTSK 62日間

アプリケーションタスク集計 LSPMMS_AP0X01～12 APSTSK 13ヶ月間

新規ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ起動ｱﾗｰﾑﾛｸﾞ LSPMMS_NEWAPLOG NEWAPLOG 62日間

アプリケーションタスク集計 LSPMMS_AP0X01～12 APSTSK 13ヶ月間

アプリケーション監査ログ LSPMMS_AP0X01～12 ITCLOG 2～370日間

アプリケーション禁止ログ LSPMMS_APALM FORBIDAPLOG 62日間

接続ログ（不正PC検知機能） LSPMMS_DTC0X DTCLOG 2～90日間

アプリケーションリアルタイムモニタ LSPMMS_AP0X RAPTSK 7日間

ﾘｱﾙﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ/ﾌｧｲﾙ操作ﾛｸﾞ LPSMMS_EVMR0X EVENTMR 2～90日間

ﾘｱﾙﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄﾓﾆﾀ/ﾌｧｲﾙ操作ﾛｸﾞ LSPMMS_EVMR0X RTEVENTMR 2日間

Webアクセスログﾞ LSPMMS_WEB0X WALOG 2～90日間

Webアクセスモニタ LSPMMS_WEB0X RTWALOG 2日間

サーバアクセスログ LSPMMS_SVR0X SECEVLOG 2～90日間 ※

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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※ ウィンドウタイトルアラームログ、ファイル操作アラームログ、アプリケーション監査アラームログは、統合コンソールの環境設定で設定した保存日数となります。

【統合マネージャ（Webコンソール機能）】

統合マネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPMMS_RALMLOG RALMLOG 62日間

プリントアラームログ LSPMMS_RPRNALMLOG RPRNALMLOG 62日間

アプリケーション禁止ログ LSPMMS_RAPALM RFORBIDAPLOG 62日間

ファイル操作アラームログ LPSMMS_EVMR0X EVENTMR 2～90日間

新規アプリケーション起動ログ LSPMMS_RNEWAPLOG RNEWAPLOG 62日間

Webアクセスアラームログ LPSMMS_RWEB RWWALMLOG 62日間

アップロードアラームログ LPSMMS_RWEB RWAFALMLOG 62日間

ウィンドウタイトルアラームログ LSPMMS_EVMR0X EVENTMR 2～90日間

サーバアクセスアラームログ LSPMMS_RSVR RSECVLOG 62日間

リアルタイム接続アラームログ（不正PC検知） LSPMMS_RDTC RDTCLOG 62日間

検知エージェントONOFFログ LSPMMS_RDTC RDAGTWORKLOG 62日間

アプリケーション監査アラームログ LSPMMS_RITC RITCLOG 2～370日間

※

※

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

※

【統合マネージャ（長期レポート機能）】

統合マネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

管理用データベース LSPMMS_LMAIN 各テーブル 2～1827日間

集計用データベース LSPMMS_LSUMxxxx 各テーブル 2～1827日間

ログ保存用データベース LSPMMS_LLOGxxxxxxxx 各テーブル 2～1827日間

※

※

※

※ 統合コンソールの長期レポート保存設定で設定した保存日数となります。

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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【LanScope Cat6 ログの保存期間（サブマネージャ部分）】

【資産管理サブマネージャ】

【タスクイベントサブマネージャ】

※

※アプリケーション監査ログは統合コンソールの環境設定で設定した保存日数（デフォルト値は2日）となります。また、環境設定で90日以上を設定して
いる場合でも サブマネージャで保存されるアプリケーション監査ログは、90日までです。
ログが保存されるデータベース「LSPMMS_TLOG」「LSPMMS_CLOG」は１日ごとに当日分と翌日分が作成されます。
例えば、2008年4月1日には「LSPMMS_CＬOG20080401」 「LSPMMS_CＬOG20080402」が作成され、発生したログは「LSPMMS_CＬOG20080401」に保存
されます。

資産管理サブマネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPMMS_IMAIN IALMLOG 31日間

プリントアラームログ LSPMMS_IMAIN IPRNALMLOG 31日間

プリントログ LSPMMS_IMAIN IPRNLOG 31日間

タスクイベントサブマネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

アプリケーションタスクログ LSPMMS_TLOG00000000 TAPTSK 31日間

アプリケーションタスク集計 LSPMMS_TMAIN TAPSTSK 31日間

新規アプリケーション起動アラームログ LSPMMS_TMAIN TNEWAPLOG 31日間

アプリケーション禁止ログ LSPMMS_TMAIN TFORBIDAPLOG 31日間

アプリケーション監査ログ LSPMMS_CLOG00000000 CITCLOG 2～90日間

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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2～90日間DDTCLOGLSPMMS_DLOG00000000接続ログ

保存日数テーブル名データベース名不正PC検知サブマネージャ

【LanScope Cat6 ログの保存期間（サブマネージャ部分）】

【リアルタイムイベントサブマネージャ】

※

【Webアクセスサブマネージャ】

※

【サーバサブマネージャ】

※

※ リアルタイムイベントログ、Webアクセスログ、サーバアクセスログ、接続ログは統合コンソールの環境設定で設定した保存日数（デフォルト値は2日）となります。

ログが保存されるデータベース「LSPMMS_RLOG」「LSPMMS_WLOG」「LSPMMS_SLOG」「LSPMMS_DLOG」は１日ごとに当日分と翌日分が作成されます。
例えば、2008年4月1日には「LSPMMS_TＬOG20080401」 「LSPMMS_TＬOG20080402」が作成され、発生したログは「LSPMMS_TＬOG20080401」に保存されます。

リアルタイムイベントサブマネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

リアルタイムイベントログ/ファイル操作ログ LSPMMS_RLOG00000000 REVENTMR 2～90日間

サーバサブマネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

サーバアクセスログ LSPMMS_SLOG00000000 SSECEVLOG 2～90日間

Webアクセスサブマネージャ データベース名 テーブル名 保存日数

Webアクセスログ LSPMMS_WLOG00000000 WWALOG 2～90日間

アップロードログ LSPMMS_WLOG00000000 WWAFLOG 2～90日間

※

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

【不正PC検知サブマネージャ】

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

Oracle Database
Oracle Databaseをご利用の場合は、P9～P12までをご確認ください。

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

【統合マネージャ（標準＋Web監視＋サーバ監視機能＋不正PC検知機能＋アプリケーションID監査機能）】

※

※ アプリケーション監査ログ、接続ログ、リアルタイムイベントログ／ファイル操作ログ、Webアクセスログ、サーバアクセスログは、統合コンソールの環境設定
で設定した保存日数となります。

※

※

統合マネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPEP ALMLOG 62日間

プリントアラームログ LSPEP RRNLOG 62日間

プリントログ LSPEP RRNLOG 62日間

アプリケーションタスクログ LSPEP APTSK 62日間

アプリケーションタスク集計 LSPEP APSTSK 13ヶ月間

新規ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ起動ｱﾗｰﾑﾛｸﾞ LSPEP NEWAPLOG 62日間

アプリケーションタスク集計 LSPEP APSTSK 13ヶ月間

アプリケーション監査ログ LSPEP ITCLOG 2～370日間

アプリケーション禁止ログ LSPEP FORBIDAPLOG 62日間

接続ログ（不正PC検知機能） LSPEP DTCLOG 2～90日間

アプリケーションリアルタイムモニタ LSPEP RAPTSK 7日間

ﾘｱﾙﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ/ﾌｧｲﾙ操作ﾛｸﾞ LSPEP EVENTMR 2～90日間

ﾘｱﾙﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄﾓﾆﾀ/ﾌｧｲﾙ操作ﾛｸﾞ LSPEP RTEVENTMR 2日間

Webアクセスログﾞ LSPEP WALOG 2～90日間

Webアクセスモニタ LSPEP RTWALOG 2日間

サーバアクセスログ LSPEP SECEVLOG 2～90日間 ※

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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※ ウィンドウタイトルアラームログ、ファイル操作アラームログ、アプリケーション監査アラームログは、統合コンソールの環境設定で設定した保存日数となりま
す。

【統合マネージャ（Webコンソール機能）】

統合マネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPEP RALMLOG 62日間

プリントアラームログ LSPEP RPRNALMLOG 62日間

アプリケーション禁止ログ LSPEP RFORBIDAPLOG 62日間

ファイル操作アラームログ LSPEP EVENTMR 2～90日間

新規アプリケーション起動ログ LSPEP RNEWAPLOG 62日間

Webアクセスアラームログ LSPEP RWWALMLOG 62日間

アップロードアラームログ LSPEP RWAFALMLOG 62日間

ウィンドウタイトルアラームログ LSPEP EVENTMR 2～90日間

サーバアクセスアラームログ LSPEP RSECVLOG 62日間

リアルタイム接続アラームログ（不正PC検知） LSPEP RDTCLOG 62日間

検知エージェントONOFFログ LSPEP RDAGTWORKLOG 62日間

アプリケーション監査アラームログ LSPEP RITCLOG 2～370日間

※

※

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

※

【統合マネージャ（長期レポート機能）】

統合マネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

管理用データベース LSPLTM 各テーブル 2～1827日間

集計用データベース LSPLTM 各テーブル 2～1827日間

ログ保存用データベース LSPLTM 各テーブル 2～1827日間

※

※

※

※ 統合コンソールの長期レポート保存設定で設定した保存日数となります。

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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【LanScope Cat6 ログの保存期間（サブマネージャ部分）】

【資産管理サブマネージャ】

【タスクイベントサブマネージャ】

※

※アプリケーション監査ログは統合コンソールの環境設定で設定した保存日数（デフォルト値は2日）となります。また、環境設定で90日以上を設定
している場合でも サブマネージャで保存されるアプリケーション監査ログは、90日までです。
ログが保存されるテーブル「TAPTSK」「CITCLOG」は１日ごとに当日分と翌日分が作成されます。
例えば、2008年4月1日には「TAPTSK20080401」 「TAPTSK20080402」が作成され、発生したログは「TAPTSK20080401」に保存されます。

資産管理サブマネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

資産アラームログ LSPINV IALMLOG 31日間

プリントアラームログ LSPINV IPRNALMLOG 31日間

プリントログ LSPINV IPRNLOG 31日間

タスクイベントサブマネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

アプリケーションタスクログ LSPTSK TAPTSK00000000 31日間

アプリケーションタスク集計 LSPTSK TAPSTSK 31日間

新規アプリケーション起動アラームログ LSPTSK TNEWAPLOG 31日間

アプリケーション禁止ログ LSPTSK TFORBIDAPLOG 31日間

アプリケーション監査ログ LSPTSK CITCLOG00000000 2～90日間

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日
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2～90日間DDTCLOG00000000LSPDTC接続ログ

保存日数テーブル名スキーマ名不正PC検知サブマネージャ

【LanScope Cat6 ログの保存期間（サブマネージャ部分）】

【リアルタイムイベントサブマネージャ】

※

【Webアクセスサブマネージャ】

※

【サーバサブマネージャ】

※

※ リアルタイムイベントログ、Webアクセスログ、サーバアクセスログ、接続ログは統合コンソールの環境設定で設定した保存日数（デフォルト値は2日）となります。

ログが保存されるデーぶる「REVENTMR」「WWALOG」「WWAFLOG」「SSECELOG」「DDTCLOG」は１日ごとに当日分と翌日分が作成されます。
例えば、2008年4月1日には「REVENTMR20080401」 「REVENTMR20080402」が作成され、発生したログは「REVENTMR20080401」に保存されます。

リアルタイムイベントサブマネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

リアルタイムイベントログ/ファイル操作ログ LSPREV REVENTMR00000000 2～90日間

サーバサブマネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

サーバアクセスログ LSPSVR SSECEVLOG00000000 2～90日間

Webアクセスサブマネージャ スキーマ名 テーブル名 保存日数

Webアクセスログ LSPWAC WWALOG00000000 2～90日間

アップロードログ LSPWAC WWAFLOG00000000 2～90日間

※

LanScope Cat6 技術情報 Ｖｏｌ．07

【不正PC検知サブマネージャ】

※

発行 ２００８年３月２４日／最終改版 ２００９年９月２８日


